
１ 計画策定の趣旨

• 朝霞市地域福祉推進のため、地域福祉計画※1、地域福祉活動
計画※2を策定しています。第３期計画は市と社会福祉協議会
（以下、社協）がそれぞれで策定していましたが、第４期（計画期
間２０２１年度から５年間）は「支え合いの
心を育み、誰もが地域でつながるまち」
という基本理念を円滑に実現できるよう、
市と社協が一体となり、１つの成果物と
して計画を策定します。

２ 基本的な考え方

① 第４期計画策定に向けて、第３期計画を踏まえた論点・課題抽
出及び整理を行います。

② 計画の策定にあたっては、広く市民の声を反映させるよう、効率
的かつ効果的な市民参画の手法を取り入れます。

③ 地域福祉計画は福祉分野の上位計画として、各分野の計画及
び各分野の推進に関する事項を横断的に検討して策定します。

④ 市の最上位計画である朝霞市総合計画との整合、埼玉県地域
福祉支援計画との連携を図ります。

⑤ 市地域福祉活動計画は、
市社会福祉協議会発展・
強化計画との整合を図り
ます。

⑥ 計画策定ガイドライン※3で、
計画に盛り込むべき事項
として定められた５項目は
全て定めることとします。

３ スケジュール

アンケート調査等を実施することで、市民や団体等のニーズを把握

し、地域福祉計画等の施策や事業に反映するよう努めます。

第４期朝霞市地域福祉計画及び第４期朝霞市地域福祉活動計画 策定方針（概要）

※1 地域福祉計画 ・・・社会福祉法第１０７条に規定する市町村地域福祉計画として、地域福祉を推進するために市が策定する計画です。
※2 地域福祉活動計画 ・・・地域福祉活動計画は、社会福祉法第１０９条の規定に基づく社会福祉協議会が、地域住民が主体となって取り組んでいく地域福祉活動の

具体的な内容を定めるために策定する計画です。
※3 計画策定ガイドライン ・・・厚生労働省より「地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進について（平成29年12月12日社援発1212第２号） 」にて通知されました。

図：策定体制

図：一体策定イメージ

図：実態把握概要

図：策定スケジュール（予定）


